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(57)【要約】
【課題】接着剤を使用することなく開封されたことが一
目で判る収納箱を提供する。
【解決手段】底壁２と、底壁２に連設される側壁３，４
，５，６と、側壁３に連設される第１の蓋部７と側壁４
に連設される第２の蓋部８とを備えた収納箱１において
、第１の蓋部７には第１の蓋部７を側壁５，６に係合す
る凸部１７が形成されており、側壁５，６には凸部１７
が係合する切り込み２７が形成されており、凸部１７が
切り込み２７に係合した状態で第１の蓋部７を開封する
と凸部１７が破断する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底壁部と、
　底壁部に連設される側壁部と、
　側壁部に連設される蓋部と
を備える収納箱において、
　蓋部には蓋部を側壁部に係合する係合部が形成されており、
　側壁部には係合部が係合する被係合部が形成されており、
　係合部が被係合部に係合した状態で蓋部を開封すると係合部が破断することを特徴とす
る収納箱。
【請求項２】
　係合部は蓋部の端部に形成され基端部が鉤状に突出した凸部であり、
　被係合部は側壁部と側壁部の上端に連設されたフラップとの連結部に形成された切り込
みであることを特徴とする請求項１に記載の収納箱。　
【請求項３】
　被係合部は側壁部に形成された孔部であり、
　係合部は蓋部の端部に形成され両側部に折り曲げ可能な折り曲げ部を備えた凸部であり
、
　係合部が被係合部に挿入されたとき前記折り曲げ部は被係合部の裏面に係合可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の収納箱。
【請求項４】
　蓋部は、第１の側壁部に連設され係合部が形成される第１の蓋部と、第１の側壁部と対
向する位置にある第２の側壁部に連設される第２の蓋部とを備えており、
　第２の蓋部は第１の側壁部に係合可能であることを特徴とする請求項１～３のいずれか
１項に記載の収納箱。
【請求項５】
　第２の蓋部に形成された爪部が第１の側壁部に形成された切り込みに嵌め込まれて、第
２の蓋部は第１の側壁部に係合可能であることを特徴とする請求項４に記載の収納箱。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、袋詰めされた食品などを収納する収納箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ビスケットなどの食品を袋詰めにして収納する収納箱では、たとえば上蓋用フラ
ップを、側壁にホットメルトを付着させて接着して密封しており、上蓋用フラップが開封
されると、上蓋用フラップが接着されている側壁が破れるようにしている。これによって
不正に開封された場合には一目で判るようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１２８２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような収納箱では、上蓋用フラップを側壁に固定するためにホットメルト接着剤を
使用している。ホットメルト接着剤は有機溶媒を使用しているため、このような有機溶媒
系の接着剤を使用しなくても開封されたことが判る収納箱とすることができれば、単に材
料費を低減できるのみならず、有機溶媒を使用しないことによる作業者や環境への負荷も
軽減でき、好ましい。
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【０００５】
　本発明は、従来のこのような問題点を解決するためになされたものである。本発明の主
な目的は、接着剤を使用することなく開封されたことが目視可能な収納箱を提供すること
である。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の一の収納箱によれば、底壁部と、底壁部に連設さ
れる側壁部と、側壁部に連設される蓋部とを備えた収納箱において、蓋部には蓋部を側壁
部に係合する係合部が形成されており、側壁部には係合部が係合する被係合部が形成され
ており、係合部が被係合部に係合した状態で蓋部を開封すると係合部が破断する。
【０００７】
　上記構成によると、蓋部に形成された係合部を側壁部の被係合部に係合させて収納箱を
密閉することができる。蓋部が開封されたときには、被係合部に係合している係合部が破
断して蓋部から脱落するので、収納箱が不正に開封されたことが一目で判る。
【０００８】
　また、係合部は蓋部の端部に形成され基端部が鉤状に突出した凸部であり、被係合部は
側壁部と側壁部の上端に連設されたフラップとの連結部に形成された切り込みである。
【０００９】
　上記構成によると、製函機を用いて収納箱を組み立て係合部を被係合部に係合すること
ができる。また、収納箱を組み立てるのと同時に収納箱に収納物を収納することができる
。
【００１０】
　また、被係合部は側壁部に形成された孔部であり、係合部は蓋部の端部に形成され両側
部に折り曲げ可能な折り曲げ部を備えた凸部であり、係合部が被係合部に挿入されたとき
前記折り曲げ部は被係合部の裏面に係合可能である。
【００１１】
　上記構成によると、製函機を用いて収納箱を組み立て係合部を被係合部に係合すること
ができる。また、収納箱を組み立てるのと同時に収納箱に収納物を収納することができる
。
【００１２】
　 また、蓋部は、第１の側壁部に連設され係合部が形成される第１の蓋部と、第１の側
壁部と対向する位置にある第２の側壁部に連設される第２の蓋部とを備えており、第２の
蓋部は第１の側壁部に係合可能である。
【００１３】
　上記構成によると、第１の蓋部が開けられて、第１の蓋部から係合部が脱落した後は、
第２の蓋部を第１の側壁部に係合して密閉することができる。
【００１４】
　また、第２の蓋部に形成された爪部が第１の側壁部に形成された切り込みに嵌め込まれ
て、第２の蓋部は第１の側壁部に係合可能である。
【００１５】
　上記構成によると、第２の蓋部を第１の側壁部に簡単に係合させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る収納箱の展開図である。
【図２】折り曲げ途中の収納箱の斜視図である。
【図３】第２の蓋部を閉じた状態の斜視図である。
【図４】第１の蓋部を立ち上げた状態の斜視図である。
【図５】第１の蓋部を閉じて収納箱が密封された状態の斜視図である。
【図６】開封した状態の斜視図である。
【図７】第２の蓋部を閉じて収納箱が再び密封された状態の斜視図である。
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【図８】本発明の第２の実施形態に係る収納箱の展開図である。
【図９】折り曲げ途中の収納箱の斜視図である。
【図１０】第２の蓋部を閉じた状態の斜視図である。
【図１１】第２の蓋部を立ち上げた状態の斜視図である。
【図１２】第１の蓋部を閉じて収納箱が密封された状態の斜視図である。
【図１３】開封した状態の斜視図である。
【図１４】第２の蓋部を閉じて収納箱が再び密封された状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第１の実施形態について図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す
実施例は、本発明の技術思想を具体化するための収納箱を例示するものであって、収納箱
を以下のものに特定するものではない。
【００１８】
　図１は本発明の第１の実施形態に係る収納箱１の展開図である。収納箱１は、展開され
た状態で、底壁２を備えており、底壁２の周囲には、側壁３と側壁４とが対向する位置に
設けられ、さらに側壁５と側壁６とが対向する位置に設けられている。側壁３の端部には
第１の蓋部７が連設されており、側壁４の端部には第２の蓋部８が連設されている。側壁
３は第１の側壁部であり、側壁４は第２の側壁部である。第２の蓋部８の端部には舌片９
が設けられている。側壁５と側壁６との端部には各々フラップ１０とフラップ１１とが連
設されており、側壁５と側壁６との両側部にはフラップ１２とフラップ１３とが各々連設
されている。
【００１９】
　第１の蓋部７の両側端部には、凸部１７が形成されている。凸部１７は係合部である。
凸部１７は破断線１８を介して蓋部７に接続されており、先端部１９が円弧状に形成され
ている。凸部１７の基端部には第１の蓋部７の端部側に突出した鉤部２０が形成されてい
る。鉤部２０には破断線１８に対して傾斜した直線部２１が形成されている。
【００２０】
　側壁５と側壁５に連設されたフラップ１０との接続部に設けられた折り曲げ線２２と、
側壁６と側壁６に連設されたフラップ１１との接続部に設けられた折り曲げ線２３とには
、被係合部である切り込み２７が設けられている。切り込み２７は、折り曲げ線２２，２
３上に位置する直線部２７ａと、直線部２７ａの一端部に連設される傾斜部２７ｂとを備
えている。
【００２１】
　舌片９には切り込み２９が形成されている。切り込み２９によって爪部３１が形成され
、この爪部３１は、側壁３に形成されたコの字状の切り込み３０に嵌め込まれる。第２の
蓋部８の両端には半円状の切り込み３２が形成されている。
【００２２】
　収納箱１の組み立て手順について説明する。図２は折り曲げ途中の収納箱１を示す。側
壁５と側壁６とが、底壁２との接続部に設けられた折り曲げ線３５，３６で互いに対向す
るように折り曲げられる。さらに、側壁５の両端部に連設されたフラップ１２が折り曲げ
線３７で内側に折り曲げられ、側壁６の両端部に連設されたフラップ１３が折り曲げ線３
８で内側に折り曲げられる。つぎにフラップ１０とフラップ１１とが折り曲げ線２２，２
３で底壁２と平行になるように内側に折り曲げられる。
【００２３】
　側壁４が、底壁２との接続部に設けられた折り曲げ線４２で直角に折り曲げられ、さら
に第２の蓋部８が折り曲げ線４３で底壁２と平行になるように内側に折り曲げられ、舌片
９が折り曲げ線４４で内側に垂直に折り曲げられる。このときの状態を図３に示す。
【００２４】
　この状態から、側壁３が、底壁２との接続部に設けられた折り曲げ線４１で、底壁２に
対して直角に折り曲げられ、凸部１７が破断線１８で第１の蓋部７に対して垂直に折り曲
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げられる。この状態を図４に示す。
【００２５】
　さらに第１の蓋部７が底壁２と平行になるように、折り曲げ線４５で内側に折り曲げら
れる。このとき凸部１７が切り込み２７に係合して、収納箱１が閉じられる。このときの
状態を図５に示す。凸部１７の先端部１９は円弧状に形成されており、第１の蓋部７を折
り曲げたとき、凸部１７は切り込み２７に滑らかに挿入される。凸部１７の直線部２１の
傾斜角度を大きくすると、凸部１７を切り込み２７に挿入し易くなり、凸部１７の直線部
２１の傾斜角度を小さくすると、切り込み２７に挿入した凸部１７が不用意に抜け出て第
１の蓋部７が開くことを効果的に防止することができる。また、切り込み２７の傾斜部２
７ｂの傾斜角度を適当に選択することによって、凸部１７が切り込み２７に挿入されたと
き、凸部１７の直線部２１を折り曲げ線２２の内側に滑らかに係合させることができる。
【００２６】
　凸部１７が切り込み２７に係合した状態で第１の蓋部７を開けようとすると、凸部１７
の直線部２１が折り曲げ線２２の内側に当接した状態で破断線１８が破断する。破断線１
８は直線部２１が接続されている方の端部側から徐々に他方の端部側に向けて破断するの
で、小さい力でスムーズに凸部１７を破断して第１の蓋部７を開けることができる。第１
の蓋部７は凸部１７が脱落しているので、たとえば不正に開封されたことが一目で判る。
これによって食品などの収納物の安全を確保することができる。凸部１７が破断して第１
の蓋部７が開けられた状態を図６に示す。
【００２７】
　第１の蓋部７を開けた状態からさらに第２の蓋部８を開けて、収納物を取り出すことが
できる。収納物が、たとえば袋詰めされて複数個に小分けされたビスケットなどであって
、収納箱１に袋詰めされた収納物が残っている場合には、再び収納箱１を密閉することが
できる。まず第１の蓋部７を閉じた後に第２の蓋部８を閉じる。第２の蓋部８を閉じた状
態で、舌片９の爪部３１を切り込み３０に嵌め込んで、第２の蓋部５８を固定することが
できる。収納箱１に収納物が残っている場合には、第１の蓋部７を閉じた後に第２の蓋部
８を閉じて、舌片９の爪部３１を切り込み３０に嵌め込むことによって、再び収納箱を密
閉することができる。この状態を図７に示す。
【００２８】
　なお、収納箱１を開封した後に第１の蓋部７を閉じ、さらに第２の蓋部８を閉じたとき
、第２の蓋部８の両端に設けられた半円状の切り込み３２から、第1の蓋部７に表示した
「開封済」等の表示が見えるようにするとこともできる（図６，図７を参照のこと。）。
このようにすると、収納箱１が開封されたことがいっそう容易に判る。
【００２９】
　収納箱１は製函機を用いて組み立てることができる。また、収納箱１を組み立てるのと
同時に収納箱１に収納物を収納することができる。第１の蓋部７が開けられて、凸部１７
が第１の蓋部７から脱落した後は、第２の蓋部８を側壁３係合して収納箱１を密閉するこ
とができる。
【００３０】
　本発明の第２の実施形態について図面に基づいて説明する。図８は収納箱５１の展開図
である。収納箱５１は、展開された状態で底壁５２を備えており、底壁５２の周囲には、
側壁５３と側壁５４とが対向する位置に設けられ、さらに側壁５５と側壁５６とが対向す
る位置に設けられている。側壁５３の端部には第１の蓋部５７が連設されており、側壁５
４の端部には第２の蓋部５８が連設されている。第２の蓋部５８の端部には舌片５９が設
けられている。
【００３１】
　側壁５５と側壁５６との端部には各々フラップ６０とフラップ６１とが連設されており
、側壁５５と側壁５６との両側部にはフラップ６２とフラップ６３とが各々連設されてい
る。
【００３２】
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　第１の蓋部５７の両側端部には、凸部６７が形成されている。凸部６７は係合部である
。凸部６７は、第１の蓋部５７と破断線６８を介して接続されており、台形の本体部６９
と本体部６９の両側に連設された三角形の引っ掛かり部７０とを備えている。引っ掛かり
部７０は折り曲げ可能な折り曲げ部である。引っ掛かり部７０は、本体部６９と引っ掛か
り部７０との接続部に設けられた折り曲げ線７１で折り曲げ可能である。
【００３３】
　側壁５５と側壁５６とには、被係合部である切り込み７７が設けられている。切り込み
７７は、底壁５２に向かって幅狭になるハの字状の切り込み線７８と、切り込み線７８の
内側に位置し切り込み線７８を繋ぐ切り込み線７９とを備えている。切り込み線７９の上
部側に形成される舌片８０は、側壁５５，５６とフラップ６０，６１との接続部に形成さ
れる折り曲げ線８５，８６で折り曲げ可能である。切り込み線７９の下部側に形成される
舌片８１は、切り込み７８の下端に形成された折り曲げ線８７で折り曲げ可能である。
【００３４】
　舌片５９には切り込み８９が形成されている。この切り込み８９は、側壁５３に形成さ
れたコの字状の切り込み９０に嵌め込まれる爪部９１である。なお第２の蓋部５８の両端
には凹状の逃がし部９２が形成されている。
【００３５】
　収納箱５１の組み立て手順について説明する。側壁５５と側壁５６とが、底壁５２との
接続部に設けられた折り曲げ線９５，９６で互いに対向するように折り曲げられる。さら
に、側壁５５の両端部に連設されたフラップ６２が折り曲げ線９７で内側に折り曲げられ
、側壁５６の両端部に連設されたフラップ６３が折り曲げ線９８で内側に折り曲げられる
。つぎにフラップ６０とフラップ６１とが折り曲げ線８５，８６で底壁２と平行になるよ
うに内側に折り曲げられる。
【００３６】
　次に側壁５４が、底壁５２との接続部に設けられた折り曲げ線１０２で直角に折り曲げ
られ、さらに第２の蓋部５８が折り曲げ線１０３で底壁５２と平行になるように内側に折
り曲げられ、舌片５９が折り曲げ線１０４で内側に垂直に折り曲げられる。このときの状
態を図１０に示す。
【００３７】
この状態から、側壁５３が、底壁５２との接続部に設けられた折り曲げ線１０５で直角に
折り曲げられ、凸部６７が破断線６８で第１の蓋部５７に対して垂直に折り曲げられる。
このときの状態を図１１に示す。
【００３８】
　さらに第１の蓋部５７が底壁５２と平行になるように折り曲げ線１０６で内側に折り曲
げられ、凸部６７が切り込み７７に係合して収納箱５１が閉じられる。このときの状態を
図１２に示す。凸部６７が切り込み７７に押し込まれると、切り込み７７の舌片８０と舌
片８１とが、各々折り曲げ線８５と折り曲げ線８７とで折り曲げられて側壁５５，５６の
裏面側に倒れ込む。台形の本体部６９がハの字状の切り込み７７に嵌まり込み、本体部６
９の両側に連設された三角形の引っ掛かり部７０は切り込み７７の切り込み線７８に当接
して弾性変形した状態で本体部６９側に折り曲げられる。凸部６７はこの状態で切り込み
７７に挿入される。凸部６７が切り込み７７に挿入されると、引っ掛かり部７０は弾性力
によって開いて元の状態に戻り、側壁５５の裏面に係合する。これによって蓋部５７は閉
じた状態で固定される。このときの状態を図１２に示す。なお第２の蓋部５８の両側部に
は逃がし部９２が形成されているので、第２の蓋部５８の側部に当接することなく凸部６
７を切り込み７７に押し込むことができる。
【００３９】
　凸部６７の引っ掛かり部７０を含んだ全幅は、折り曲げ線８５上に位置する舌片８０の
基端部の幅よりも広いので、第１の蓋部５７を開けようとすると、凸部６７の引っ掛かり
部７０が舌片８０の基端部周縁に当接する。さらに第１の蓋部５７を開けると、第１の蓋
部５７と凸部６７との接続部に位置する破断線６８が破断して、凸部６７は収納箱５１の
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内部に脱落する。破断線６８は、第１の蓋部５７の先端部側から徐々に破断するので、小
さい力でスムーズに凸部６７を破断して容易に第１の蓋部５７を開けることができる。凸
部６７を破断して第１の蓋部５７を開けた状態を図１３に示す。
【００４０】
　第１の蓋部５７を開けた状態からさらに第２の蓋部５８を開けて、収納物を取り出すこ
とができる。収納物が、たとえば袋詰めされて複数個に小分けされたビスケットなどであ
って、収納箱５１に袋詰めされた収納物が残っている場合には、再び収納箱５１を密閉す
ることができる。まず第１の蓋部５７を閉じた後に第２の蓋部５８を閉じる。第２の蓋部
５８を閉じた状態で、舌片５９の爪部８９を切り込み９０に嵌め込んで、第２の蓋部５８
を固定することができる。この状態を図１４に示す。
【００４１】
　このように、収納箱５１は製函機を用いて組み立てることができる。また、収納箱１を
組み立てるのと同時に収納箱５１に収納物を収納することができる。第１の蓋部５７が開
けられて、凸部６７が第１の蓋部５７から脱落した後は、第２の蓋部５８を側壁５３係合
して収納箱５１を密閉することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明の納容箱は、ビスケットなどの食品を袋詰めして小分けしたものや、集積回路や
インクカートリッジ等の精密機器、あるいはや医薬品類等を収容する収納容器として好適
に利用できる。
【符号の説明】
【００４３】
１，５１…収納箱
２，５２…底壁
３，４，５，６，５３，５４，５５，５６…側壁
７，５７…第１の蓋部
８，５８…第２の蓋部
９，５９，８０，８１…舌片
１０，１１，１２，１３，６０，６１，６２，６３…フラップ
１７，６７…凸部
１８，６８…破断線
１９…先端部
２０…鉤部
２１，２７ａ…直線部
２２，２３，３５，３６，３７，３８，４１，４２，４３，４４，４５，７１，８５，８
６，８７，９５，９６，９７，９８，１０２，１０３，１０４，１０５，１０６…折り曲
げ線
２７，２９，３０，３２，７７，７８，８９，９０…切り込み
２７ｂ…傾斜部
６９…本体部
７０…引っ張り部
７８，７９…切り込み線
３１，９１…爪部
９２…逃がし部
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